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Abstract   A single juvenile specimen (35.0 mm standard length) of the flying fish Cypselurus 
starksi Abe in Tomiyama and Abe, 1953 was collected at Obatake fishing port (Seto Inland 
Sea), Kurashiki, Okayama Prefecture, Japan. Records of the species in the Seto Inland Sea 
are restricted to listings only (no descriptions or photos) in two reports published prior to 
1962, there having been no reports since that date. In addition, very little is known regarding 
the occurrence of juveniles of the species. The newly-collected specimen is described 
herein, being the only known voucher specimen from the Seto Inland Sea. In addition, the 
mitochondrial cytochrome c oxidase subunit I (COI) DNA barcode sequence of the 
specimen is reported.
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アリアケトビウオCypselurus starksi Abe in Tomiyama 
and Abe, 1953は比較的小型のトビウオ科魚類

で，台湾北部沿岸（Shao, 2020），韓国（Kim et al., 
2001），および日本の新潟県佐渡，富山湾，兵庫
県浜坂，島根県浜田，福岡県津屋崎，九州西岸，
伊豆諸島近海から九州南岸の黒潮域に分布すると
されている（藍澤・土居内，2013）．しかし，国
内では黒潮域以外における本種の記録は多くはな
い．今回，岡山県倉敷市の大畠漁港（Fig. 1）で
採集されたトビウオ類の稚魚 1個体について形態
学的観察を行ったところ，アリアケトビウオと同
定された．瀬戸内海からの本種の記録には Onbe 
and Kakuda（1962）による岡山県笠岡湾からの報
告および片山・藤岡（1958）による山口県大島郡
近海からの報告があるが，いずれもリストのみで

詳細な形態的特徴や写真が示されていない．また，
これらの報告以降に瀬戸内海から本種が採集され
た記録がないことや，仔稚魚の出現状況に関する
情報が極めて少ないことから，今回採集された標
本の形態を詳細に記した．さらに，今後，トビウ
オ類の DNAバーコーディングに利用できるよう，
本標本のミトコンドリア DNA（mtDNA）cytochrome 
c oxidase subunit I（COI）領域の塩基配列を決定した．
標本の計数および計測方法は Parin and Belyanina

（2002）および中坊・中山（2013）に従った．計測は
デジタルノギスを用いて 0.1 mm単位で行った．遺
伝学的分析では，99%エタノールで固定された筋肉
組織から，DNeasy Blood & Tissue Kit（Qiagen）を用
いて DNAを抽出した．Ward et al.（2005）に従い，
プライマーセット FishF1および FishR1を用いて，

瀬戸内海から得られたアリアケトビウオの稚魚
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mtDNAの COI領域を PCR増幅した．増幅産物を
illustra ExoStar（GE Healthcare Bio-Sciences）を用い
て精製した後，BigDye Terminator Cycle Sequencing 
Kit ver. 3.1（Applied Biosystems）および PCR増幅に
用いたプライマーを用いて反応を行い，ABI Prism 
3130 xl DNA sequencer（Applied Biosystems）で塩基
配列を決定した．得られた塩基配列を DNA Data 
Bank of Japan（DDBJ）に登録し（アクセッション番
号：LC533130），BLAST検索によりDDBJに登録さ
れている塩基配列との類似性を調べた．なお，本研
究で用いた標本は倉敷市立自然史博物館（KURA）
に登録されている．

Cypselurus starksi Abe in Tomiyama and Abe, 1953
アリアケトビウオ

（Fig. 2）

標本　KURA. v4-15060，標準体長 35.0 mm，岡
山県倉敷市大畠漁港（34˚26'27″N, 133˚48'50″E），タ
モ網（目合 2 mm），2019年 8月 1日，水温 26.8˚C，
塩分 31．
記載　計数形質：背鰭条数 12，臀鰭条数 9，胸

鰭条数 17，腹鰭条数 6，尾鰭条数 25，側線鱗数
55，側線上方横列鱗数 7．
体各部の標準体長に対する割合（%）：臀鰭前

長 79.1，背鰭前長 69.9，腹鰭前長 56.9，腹鰭起部
–尾鰭基底下端間長 44.8，頭長 25.1，眼後長 10.1，
眼径 11.7，吻長 3.3，両眼間隔 11.7，頭高 18.9，
体高 19.7，尾柄高 8.3，体幅 17.8，背鰭起部 –尾
鰭基底上端間長 30.9，胸鰭長 54.0，胸鰭第 1鰭条
長 3.7，胸鰭第 2鰭条長 36.3，腹鰭長 38.5，背鰭

最長鰭条長 12.6，臀鰭高 8.9，背鰭基底長 21.3，
臀鰭基底長 9.0．
体はやや太短い．下顎に髭はみられない．胸鰭

の上から 2軟条は不分枝で，その他の 15軟条は分
枝する．第 1軟条は極めて短く痕跡的であり，第
6軟条（右胸鰭では第 5軟条）が最長で，その先
端は背鰭の第 5軟条基底に達する．腹鰭は第 3軟
条が最長で，その先端は臀鰭基底後端をはるかに
越える．臀鰭起部は背鰭第 6軟条の下方に位置す
る．尾鰭は湾入し，下葉は上葉より明らかに長い．
体色　生鮮時には，体の地色は乳白色で，眼下

域，頬部，鰓蓋および胸鰭基底は黒色である．体
側は黒色素胞で密に覆われる．体側部の模様は，
採集時に大部分の鱗が脱落していたため不明瞭で
はあるが，暗色横帯が見られる．胸鰭と腹鰭は一
様に茶色がかった黒色を呈する．背鰭は全体的に
黒色で，臀鰭は縁辺部が黒味を帯びる．尾鰭は全
体的に淡色で，下葉の中央部のみ鰭条に沿って黒
色を帯びる．尾鰭基底は黄色味を帯びる．虹彩は
橙色を呈する．10%ホルマリン溶液で固定後，
70%エタノール保存下での体色は，体の地色は淡
褐色で，胸鰭と腹鰭は一様に濃藍黒色となる．虹
彩の橙色や尾鰭基底の黄色は消失する．
分布　本種は日本，韓国（Kim et al., 2001），お

よび台湾北部沿岸（Shao, 2020）に分布し，本邦
においては，日本海側では新潟県佐渡を北限とし
（本間，1957），富山湾（南部，2013），兵庫県浜坂，
島根県浜田（藍澤・土居内，2013），山口県見島（藤
原ほか，2018），福岡県津屋崎（庄島・植木，
1964），志賀島から（上野・中原，1955；今井，
1959），東シナ海では佐賀県唐津（今井，1959），

Fig. 1.　Collection location of Cypselurus starksi in the Seto Inland Sea, Japan. Closed circle indicates collection 
point.
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長崎県中道島，平戸（道津・冨山，1967），熊本
県天草（塚原ほか，1957；今井，1959），鹿児島
県笠沙，枕崎，谷山（今井，1959）などで採集さ
れている．太平洋側では伊豆諸島近海から九州南
岸の黒潮域に分布するとされており（藍澤・土居
内，2013），神奈川県横浜市東京湾（工藤・中村，
1999）および三浦市相模湾（山田・工藤，1992），

静岡県相模湾（松岡，1979），和歌山県（Abe in 
Tomiyama and Abe，1953；小川，1988），宮崎県広
瀬（今井，1959），鹿児島県内之浦湾（藤原ほか，
2017；畑，2018）などから報告されている．瀬戸
内 海 に お い て は， 岡 山 県 笠 岡 湾（Onbe and 
Kakuda, 1962），倉敷市大畠漁港（本研究），およ
び山口県（片山・藤岡，1958；藤岡，1991；清水，

Fig. 2.　Fresh (A) and preserved (B, C) specimen of Cypselurus starksi, KURA. v4-15060, 35.0 
mm SL, Obatake fishing port (Seto Inland Sea), Kurashiki, Okayama, Japan. A, B, and C - lateral, 
dorsal, and ventral views, respectively.
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1997；河野ほか，2018）からの記録がある．
備考　本標本は，胸鰭の上から 2軟条が不分枝で

あること，側線鱗数が 55であることなどの特徴が，
藍澤・土居内（2013）が報告したアリアケトビウオの
特徴と一致した．また，下顎に髭がないこと，胸鰭と
腹鰭が一様に濃藍黒色を呈すること，体側部に暗色
横帯がみられることなどの特徴が，上野・中原（1955），
今井（1959）および陳（2014）が報告した本種の幼
期の特徴とよく一致したことから本種に同定された．
なお，本種の幼期は体が太く，眼と頭部が大きいな
どの特徴が同じハマトビウオ属 Cypselurusに属する
アヤトビウオ Cypselurus poecilopterus (Valenciennes in 
Cuvier and Valenciennes, 1847)によく似るが，アヤトビ
ウオよりも頭が小さいこと（体長の 25%），体側の
色素胞がやや多いこと，および背鰭と臀鰭ともにや
や低いことなどにより識別できる（陳，2014）．また，
全長 40 mm以上になるとアリアケトビウオでは胸鰭
が一様に濃藍黒色を呈するのに対し，アヤトビウオ
では胸鰭に横帯が現れることから，両種を識別する
ことができる（今井，1959）．
久新ほか（1977）はアンダマン海からアリアケ

トビウオを報告しているが，その標本は，胸鰭の
軟条数が 15で上部 1本が不分枝，および側線鱗
数が 50であり，本種の特徴とは異なることから，
誤同定の可能性が考えられる．
観察標本からmtDNA COI領域における 681塩基

対が得られ，BLAST検索では，北西太平洋産のアリ
アケトビウオ 2個体の配列［アクセッション番号：
KX769072，KX769073（Chou et al.，未発表）］と 99%
一致した．しかし，中国およびフィリピン産の
“Hirundichthys rondeletii (Valenciennes in Cuvier and 
Valenciennes, 1847)”4個体［EF607403，EF607404（Zhang, 
2011）；KT951812（Zhang et al.，未発表）；KC970390
（Yambot et al.，未発表）］，および北西太平洋産の

Cypselurus oligolepis (Bleeker, 1865) 1個 体 の 配 列
［KX769069（Chou et al.，未発表）］とも 99%一致した．
従来，Hirundichthys rondeletiiはオキトビの学名と
して用いられてきた（吉野，1988；藍澤，1993，
2000）．しかし，ニノジトビウオ属 Hirundichthysの
Danichthys亜属を再検討した Parin and Belyanina
（2002）によると H. rondeletiiは地中海を中心に分
布する種である．これを基に，藍澤・土居内（2013）
は北太平洋に分布するオキトビには Hirundichthys 
gilberti (Snyder, 1904)が対応するとし，本亜属を独
立した属（オキトビ属）として認め，オキトビの
学名を Danichthys gilberti (Snyder, 1904)とした．し
たがって，H. rondeletiiとして登録されているこ

れらの塩基配列は，藍澤・土居内（2013）のオキ
トビに相当すると考えられる．しかし，本標本の
臀鰭起部は背鰭第 6軟条の下方に位置しており，
臀鰭起部が背鰭第 3軟条より前に位置するオキト
ビの特徴（藍澤・土居内，2013；陳，2014）とは
異なる．一方，インド̶西太平洋熱帯域から報告
（Parin, 1996）されている C. oligolepisは，胸鰭の
軟条数が 14–15で上部 1本が不分枝であり（Chen，
1993），胸鰭が 17軟条で上部 2本が不分枝である
本標本の特徴とは異なる．本標本の塩基配列が，
アリアケトビウオだけでなくオキトビおよび C. 
oligolepisと同定された標本の塩基配列とも高い
一致性を示した理由は不明であるが，形態学的特
徴から本標本がこれら 2種のいずれかであるとは
考えられない．
これまでに知られる太平洋沿岸における本種の

記録は，相模湾や和歌山県沿岸など黒潮流域が主
であった．瀬戸内海における本種の記録として，
Onbe and Kakuda（1962）が岡山県笠岡湾で行った
桝網漁漁獲物調査で本種が採集されたことを報告
している．しかし，漁獲物のリストに掲載されて
いるのみで，詳細な記載は無く，標本の保存の有
無についても触れられていない．彼らが所属して
いた広島大学の総合博物館およびその関連施設に
収蔵されている魚類標本のリストにも本種の記載
はない（木村ほか，2014）．また，片山・藤岡（1958）
による山口県大島郡近海からの本種の採集記録に
ついても，詳細は記されておらず，標本の所在は
不明である．藤岡（1991）による大島郡近海の魚
類目録および河野ほか（2018）による山口県瀬戸
内海産魚類目録にも本種が記載されているが，い
ずれも片山・藤岡（1958）の報告を引用したもの
と考えられる．したがって，今回得られたアリア
ケトビウオは，Onbe and Kakuda（1962）から約
60年ぶりに瀬戸内海から採集されたものであり，
瀬戸内海においては標本に基づく初めての報告で
ある．
アリアケトビウオは主に黒潮域に分布する南方

系の種であり，鹿児島県各地の沿岸で発育初期の
仔稚魚が多数採集されていることから，同海域で
産卵も行われていると考えられている（今井，
1959）．したがって，今回瀬戸内海で得られた個
体は，九州沿岸あるいは九州以南から黒潮によっ
て移動し，瀬戸内海に流入した可能性が高い．瀬
戸内海では，これまでにも南方系魚類の出現が確
認されており，黒潮の影響を受けやすい豊後水道
および紀伊水道に近い海域においては，南方系や
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外洋性の種の出現は珍しくない（片山・藤岡，
1958；小路ほか，2002；久保ほか，2013）．一方，
瀬戸内海中央部は，黒潮の影響を受ける海域と比
べて南方あるいは外洋域からの仔稚魚の供給量が
少ないと考えられている（小路・田中，2002）．
本標本が得られた瀬戸内海中央部の備讃瀬戸海域
で過去に行われた魚卵・仔稚魚の出現状況（唐川，
2001；小見山ほか，2015）や流れ藻に随伴する幼
稚魚に関する調査（山本ほか，2002）においても，
採集された稚魚の一部に南方あるいは外洋由来の
種が確認されているものの，その個体数は少なく，
出現時期も初夏から晩夏に限られる．さらに，瀬
戸内海中央部における冬期の最低海水温は例年
10˚Cを下回ることから（岡山県水産研究所，
2020），今回得られたアリアケトビウオは偶発的
に瀬戸内海中央部まで流れ着いたものであり，瀬
戸内海で越冬する可能性は極めて低いと考えられ
る．しかしながら，近年，瀬戸内海の海水温が上
昇傾向にあり，暖海性魚類の流入についての関心
が高まっている（清水ほか，2009）．瀬戸内海中
央部における南方系あるいは外洋性魚類の出現状
況に関する情報は不足していることから，今後，
継続した調査を実施することが望ましい．
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